『山陰研究』投稿規程
1. 山陰研究センターは，機関誌として『山陰研究』（以下「本誌」と略称する）を編集刊行する。

2. 本誌は，原則として，毎年度1回（12月31日付け）発行するものとし，発行の都度，山陰研究センター研究員および山陰研究に関連する機関・個人に配布する。

3. 本誌に掲載する原稿の内容は，山陰地域に関連するもの，または山陰研究センターの研究成果に関係して編集委員会が認めるものとする。
なお，原稿の種類は以下の通りとする。

論文：オリジナルな研究論文

研究ノート：試行的または研究の中間過程の内容の論文
資 料 紹 介：研究の遂行上有用な資料の内容紹介

その他：編集委員会が必要と認めるもの

4．原稿執筆者は山陰研究センター研究員および客員研究員（以下「研究員等」と略称する）とする。ただし，研究員等以外との共同執筆を認める。なお，編集委員会は，必要に応じ，研究員等以外にも原稿執筆を依頼することができる。

5．原稿の内容は，すべて未発表のものでなければならない。ただし，研究報告会等において，口頭により発表されたものは，未発表のものとみなす。

6．投稿された論文等を本誌に掲載するか否かの判定は，『山陰研究』編集委員会が行う。なお，編集委員会の規程は別途定める。
7．原稿は，和文のほか，英文によるものも認める。

8．掲載された論文等に対する原稿料の支払いは行わない。

9. 本誌に関する一切の権利は，山陰研究センターに属する。

10．刊行に至るまでの日程は，以下の通りとする。
執筆申し込み：6月末日

原稿提出締切：9月末日

刊行：12月末日

11．原稿作成に関する詳細については，「『山陰研究』原稿執筆要領」に定める。
12．原稿の提出に当たっては，原稿，摘要，キーワード，原稿明細書を，電子ファイルおよび印刷体で編集委員会へ送付するものとする。なお，原稿明細書の記載項目は，「『山陰研究』原稿執筆要領」に定める。
13．査読を経た後の入稿は完成原稿を以て行うこととし，校正段階での加筆等の修正は，原則として認めない。
14．投稿する論文等と重複のあるテーマで書かれたり，同一データを用いて書かれた既発表または投稿中の論文等が有る場合は，編集委員会における審査のため，該当する論文等のすべてについてコピー（または電子ファイル）を送付する。

15．抜刷を希望する場合，費用は自己負担とする。

16．本誌に掲載された論文等を自己の著作等へ転載する場合は，事前に山陰研究センターに申請して許可を得る。

17．本誌に掲載された論文等は，島根大学学術情報リポジトリにおいて公開する。
◇投稿および問合わせは，下記宛てへお願いします。（平日　9:00～16:00）
　〒690-8504

　　　島根県松江市西川津町1060　島根大学法文学部　山陰研究センター

　　　TEL/FAX:0852-32-9833（直通），3010（内線）
　　　E-Mail　 admin-src@soc.shimane-u.ac.jp
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『山陰研究』原稿執筆要領

1．題名　論文等の題名は，なるべく簡略にし，印刷した場合に２行にならないように配慮する。副題も，なるべく1行に収まるようにする。

2．文字づかい・表現　文章は原則として常用漢字，現代かなづかいを使用し，平明な表現を用いる。
3．題名・氏名の和文・英文表記　和文原稿においては，英文による題名およびローマ字表記氏名を，英文原稿においては，和文による題名および氏名を併記する。
4．書式　原稿はA4判で作成し，1ページあたりの文字数（語数）・行数はそれぞれ下記のように設定する。
和文縦書き：31字×25行×2段（1,550字）
和文横書き：42字×37行（1,554字）
英文：10～15語×37行 

　　※ただし刊行時はB5判となる。
5．文字数　文字部分の分量に関しては，全体で14ページ以内（和文の場合，20,000字）を上限とする。図表その他のスペースによって生じるページ数の増加は，最小限に抑えるものとし，その限度については，編集委員会が，各分野の特性等に十分配慮しつつ判断する。
6．図表・図版　図表・図版については下記の通りとする。

6.1　図表・図版は，B5判1ページに印刷した場合に判読可能であることを，PDFファイルなどで作成・印刷して確認する。また写真等は，白黒印刷で可能な質に仕上げる。

6.2　図表・図版には，通し番号・表題を付ける。また，必要に応じて出典・所蔵者等を明記する。

6.3　図表・図版の挿入位置については，ファイルの本文中に貼り込むか，プリントアウトした原稿中に書入れることによって明示する。
6.4　査読を経た後の入稿時には，図表・図版は，本文とは別ファイルで提出する。
7．ページ番号　ページには番号を振る。

8．注・引用文献　「注」と「引用文献」は，本文の末尾にそれぞれ記載する。

　8.1 「注」には，（1），（2）…のような一連番号を付す。

　8.2　本文中における，「注」を付す場所には，（　）内に数字を入れて示す。

9．山陰研究センターのプロジェクト等に関する付記　山陰研究プロジェクト・山陰研究共同プロジェクトの研究成果である場合は，その旨を最末尾に，下記の様に付記する。

「本稿は、山陰研究プロジェクト「○○○○○○○○○○○○○○○」(20XX～20XX年度、代表・○○○○)による研究成果の一部である。」
10．摘要・キーワード　原稿提出時に，原稿とは別に「摘要・キーワード」のファイルを，下記によって作成し，添付する。
摘要（刷上り1/3ページ以内）
和文原稿の場合：和文による。
英文原稿の場合：英文による。
キーワード（5語以内）
和文原稿の場合：日本語による。
英文原稿の場合：英語による。
11．摘要・キーワードの英訳（和訳）　査読を経た後の入稿時に，下記を提出する。
和文原稿の場合：10の摘要・キーワードを英訳したもの。
英文原稿の場合：10の摘要・キーワードを和訳したもの。
12．図表の引用、図版の掲載に係る許諾　図表の引用，図版の掲載を行う場合，執筆者が著作権所有者・資料所有者等から使用許可を得，そのことを原稿中に明記する。

13．原稿明細書　原稿明細書には，以下の各項目を記述する。

(1)提出年月日

(2)原稿の種類（論文，研究ノート，資料紹介，その他）

(3)投稿者種別（研究員，客員研究員，その他）

(4)日本語による執筆者氏名・所属

　 英語（ローマ字）による執筆者氏名・所属　

(5)日本語による題名

　 英語による題名

(6)使用言語と書式（日本語，英語），（縦書き・横書き）

(7)重複する論文等の有無（有り・無し）
※本原稿と重複のあるテーマで書かれたり，同一データを用いて書かれた既発表または投稿中の論文等が有る場合は，本原稿の新規性（オリジナリティ）について簡潔に記述してください。

なお，編集委員会における審査のため，該当する論文等のすべてについてコピー（または電子ファイル）を送付してください。
(8)原稿の量：

　①文字部分の総分量（文字数，刷り上がり予定ページ数）

　②図表その他のスペースの総分量（刷り上がり予定ページ数に換算する。「○ページ分」）

(9)連絡先（初校送付先）：住所（学外者），Emailアドレス，電話番号(宅配便用，学内者は内線）

(10)原稿（本文，図表）の電子ファイルの種類および簡単な説明（Word，Text，PDF）など。

(11)その他（印刷上の希望など）
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